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やまと幼稚園東側の借地

路線バスで通学する紫尾小学校の児童

りんりんロード（雨引休憩所）富谷山小山寺三重塔
（国指定重要文化財）

公
債
費
比
率
は
十
八
年
度
一
四
・
八

％
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
次
総
合
計

画
で
は
五
年
後
に
一
三
％
以
内
と
し
て
い

る
。
固
定
経
費
、
土
地
借
上
料
は
必
要
が
な

け
れ
ば
解
消
し
て
い
く
、
減
ら
す
努
力
、
そ

れ
が
行
財
政
改
革
で
は
な
い
か
。
や
ま
と

幼
稚
園
の
東
側
の
借
地
の
面
積
、
借
上
料
、

い
つ
か
ら
の
契
約
か
。
幼
稚
園
費
に
は
計

上
さ
れ
て
い
な
い
が
。

総
務
部
長
　
幼
稚
園
の
駐
車
場
、
資

材
置
き
場
を
目
的
に
し
て
、
平
成
八

年
に
四
四
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
を
五
六
万

円
で
借
地
、
平
成
十
一
年
に
一
四
二
一
平

方
メ
ー
ト
ル
を
追
加
し
五
八
八
六
平
方

メ
ー
ト
ル
を
七
三
万
八
〇
〇
〇
円
に
変
更
、

平
成
十
六
年
に
二
四
九
平
方
メ
ー
ト
ル
を

追
加
し
六
一
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル
を
七
三

万
八
〇
〇
〇
円
の
十
年
契
約
で
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
財
産
管
理
費
に
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
協
議
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
八
年

の
契
約
書
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
平
成

十
一
年
、
平
成
十
六
年
に
つ
い
て
は
契
約

書
は
あ
り
ま
す
。

平
成
八
年
か
ら
四
年
後
借
増
し
、
五

年
後
の
十
六
年
に
十
年
の
契
約
、
駆

け
込
み
契
約
で
は
な
い
か
。
そ
の
前
の
契

約
書
が
な
い
な
ん
て
で
た
ら
め
な
話
し
は

な
い
で
し
ょ
う
。
合
併
は
十
七
年
三
月
に

決
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
地
主
と
話
し
合
い

し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
部
長
　
地
権
者
と
十
分
に
協
議

し
て
借
地
料
の
軽
減
が
図
れ
る
か
ど

う
か
交
渉
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
す
。
三
重
塔
の
防
災
設
備
は
約

三
十
五
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
お
り

機
能
不
十
分
の
た
め
国
・
県
と
調
整
し
て

い
ま
す
。
文
化
財
管
理
は
所
有
者
が
み
ず

か
ら
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
市

と
し
て
の
設
置
義
務
は
な
く
、
費
用
面
、
管

理
面
で
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

護
持
会
は
任
意
の
団
体
だ
か
ら
補
助

は
し
な
い
。
文
化
財
は
所
有
者
が
み

ず
か
ら
管
理
す
る
の
だ
。
そ
う
言
い
な
が

ら
片
方
で
は
大
き
な
採
石
場
の
許
認
可
に

業
者
の
有
利
な
意
見
書
を
出
し
て
い
る
。

小
山
寺
さ
ん
は
粉
塵
や
振
動
の
被
害
、
ま

た
地
下
水
脈
の
枯
渇
等
、
以
前
よ
り
ひ
ど

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
防
災
設
備
の

改
修
で
国
県
の
補
助
対
象
に
な
る
の
な
ら
、

粉
塵
・
振
動
被
害
に
も
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

桜
井
産
業
か
ら
五
月
女
興
業
に
営
業

譲
渡
さ
れ
、
許
可
期
限
が
三
年
か
ら

五
年
に
延
長
さ
れ
、
開
発
面
積
五
〇
万
一

六
〇
七
平
方
メ
ー
ト
ル
、
採
取
量
四
三
六

万
六
七
一
四
ト
ン
の
採
石
場
か
ら
、
土
地

の
亀
裂
や
崩
壊
、
粉
塵
の
飛
散
、
水
質
の
汚

濁
、
騒
音
や
振
動
の
発
生
等
の
被
害
が
想

定
さ
れ
る
。

　
開
山
以
来
一
二
六
〇
余
年
、
昭
和
六
十

三
年
に
は
一
億
八
八
〇
〇
万
余
円
の
修
復

事
業
費
を
か
け
た
富
谷
観
音
三
重
塔
を
、

文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
、
震
度
測
定
器

や
粉
塵
測
定
器
を
小
山
寺
境
内
に
設
置
し

て
、
科
学
的
デ
ー
タ
を
取
り
、
砕
石
業
者
を

パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
小
山
寺
護
持
会
と
い
う
組
織
を
活
用

で
き
な
い
か
。

市
長
　
指
定
物
件
の
建
物
、
仏
像
の

維
持
管
理
に
は
十
分
配
慮
し
て
ま
い

り
た
い
。

教
育
長
　
文
化
課
で
は
管
理
者
で
あ

る
住
職
と
話
し
合
い
、
指
定
物
件
の

管
理
・
保
護
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
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文
化
財
保
護
を
再
度
問
う

路
線
バ
ス
︵
関
東
鉄
道
︶
の
大
幅
な
縮

小
や
一
部
廃
止
に
伴
い
、
市
民
が
不

安
に
駆
ら
れ
る
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

路
線
バ
ス
を
通
学
に
利
用
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
も
い
る
。
桜
川
市
と
し
て
の
今
後

の
対
応
は
。

市
長
　
広
域
交
通
網
の
確
保
の
た
め
、

庁
内
で
検
討
を
急
が
せ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
全
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

市
長
公
室
長
　
検
討
部
会
を
設
置
し

協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
デ

マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
桜
川
市
の
新
た
な

公
共
交
通
体
系
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長
　
バ
ス
が
一
部
廃
止
さ
れ
ま

す
と
、
紫
尾
小
学
校
へ
通
う
酒
寄
地

区
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
十
分
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
道
酒
寄
線
の
整
備
に
つ
て

つ
く
し
湖
を
取
り
巻
く
林
道
酒
寄
線

の
整
備
促
進
を
。

経
済
部
長
　
こ
の
地
域
は
観
光
の
面

か
ら
見
て
も
酒
寄
み
か
ん
園
と
し
て

発
展
し
、
観
光
道
路
さ
ら
に
は
生
活
道
路

と
し
て
重
要
で
あ
り
、
必
要
性
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

市
長
　
酒
寄
地
区
の
観
光
の
振
興
と

い
う
点
か
ら
、
建
設
部
、
経
済
部
と
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小高友徳 議員

公
共
交
通
体
系
の
整
備
を

新
井
県
議
︵
筑
西
市
選
出
︶
か
ら
﹁
筑

西
市
民
病
院
と
県
西
総
合
病
院
の
統

合
基
本
構
想
﹂
と
い
う
冊
子
が
送
ら
れ
て

き
た
。
内
容
か
ら
み
て
も
、
県
も
こ
の
冊
子

に
関
与
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
経
営
が
厳

し
い
と
言
っ
て
も
、
レ
ベ
ル
が
違
う
。
筑
西

市
民
病
院
は
瀕
死
だ
が
、
県
西
総
合
病
院

は
脈
が
あ
る
。
県
西
総
合
病
院
を
合
併
し

な
い
で
拡
充
し
て
ほ
し
い
。

市
長
　
統
合
問
題
に
つ
い
て
は
一
度

も
話
し
合
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
西
総
合
病
院
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。南

飯
田
地
内
三
叉
路
の
交
通
安
全

に
つ
い
て

大
川
南
橋
か
ら
す
ぐ
東
の
三
叉
路
は

優
先
路
が
分
か
り
に
く
い
。
改
善
し

て
ほ
し
い
。

総
務
部
長
　
と
ま
れ
の
道
路
標
示
の

引
き
直
し
と
、
停
止
線
前
に
県
道
の

外
側
破
線
を
引
き
ま
す
。

　
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
清
掃
を

休
憩
所
の
隅
に
あ
る
ご
み
が
気
に
な

る
。
き
れ
い
な
状
態
を
保
っ
て
ほ
し

い
。

建
設
部
長
　
一
層
の
環
境
美
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

茨
城
県
内
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い

な
い
自
治
体
は
、
四
市
二
町
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
ぜ
ひ
設
置
し
て
ほ
し
い
。

市
長
　
来
年
度
三
台
設
置
し
ま
す
。

菊池節子 議員

県
西
総
合
病
院
と
筑
西
市
民
病
院

と
の
合
併
は
あ
る
の
か




